
JP 5192201 B2 2013.5.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の中間ノードと複数の宛先機器を含むマルチホップリレーベースの無線通信ネット
ワークにおける無線データを処理する方法であって、
　前記複数の中間ノードの各々に対する少なくとも１つの伝送路であって、前記少なくと
も１つの伝送路に沿った全ての中間ノードと関連付けられたデータを転送する前記少なく
とも１つの伝送路を決定するステップと、
　前記少なくとも１つの伝送路の各々用の、宛先ノード識別子となる伝送路識別子を決定
するステップと、
　少なくとも１つの前記伝送路識別子に基づいて送信される伝送データを前記複数の宛先
機器のうちの少なくとも１つの宛先機器に送信するステップと、
を含み、
　前記伝送データは、前記伝送路識別子を含み、
　前記伝送路識別子は、少なくとも１つの宛先ノードを識別する情報を含み、かつ、前記
中間ノードの位置を識別する情報を含まない、無線データ処理方法。
【請求項２】
　伝送データ及び少なくとも１つの伝送路識別子を含む少なくとも１つのデータフレーム
を、前記複数の中間ノードのうちの少なくとも１つに送信するステップを更に含む、請求
項１に記載の無線データ処理方法。
【請求項３】
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　前記少なくとも１つの伝送路及び前記伝送路識別子の情報を格納するステップを更に含
む、請求項１に記載の無線データ処理方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの伝送路識別子は、前記少なくとも１つのデータフレームの制御デ
ータに含まれている、請求項２に記載の無線データ処理方法。 
【請求項５】
　前記少なくとも１つのデータフレームの制御データは、少なくとも１つのＭＡＰインフ
ォメーションエレメント（ＭＡＰ ＩＥ）を含む、請求項４に記載の無線データ処理方法
。 
【請求項６】
　前記制御データは、ＭＡＰメッセージに含まれ、前記ＭＡＰメッセージは、ダウンリン
ク（ＤＬ）ＭＡＰメッセージである、請求項４に記載の無線データ処理方法。
【請求項７】
　前記制御データは、ＭＡＰメッセージに含まれており、前記ＭＡＰメッセージは、アッ
プリンク（ＵＬ）ＭＡＰメッセージである、請求項４に記載の無線データ処理方法。
【請求項８】
　前記伝送データは、前記少なくとも１つのデータフレームのデータバースト領域に含ま
れている、請求項２に記載の無線データ処理方法。
【請求項９】
　各伝送路を識別することができる少なくとも１つのタグ切替接続識別子が、前記少なく
とも１つのデータフレームのデータバースト領域に含まれている、請求項８に記載の無線
データ処理方法。
【請求項１０】
　前記伝送路識別子を決定するステップは、前記無線通信ネットワークが確立されるとき
に前記伝送路識別子を決定するステップを含む、請求項１に記載の無線データ処理方法。
【請求項１１】
　前記伝送路識別子を決定するステップは、前記複数の中間ノードのうちの少なくとも１
つと前記複数の宛先機器のうちの１つが前記無線通信ネットワークに参加するときに、前
記伝送路識別子を決定するステップを含む、請求項１に記載の無線データ処理方法。
【請求項１２】
　前記伝送路識別子を決定するステップは、前記複数の中間ノードのうちの少なくとも１
つと前記複数の宛先機器のうちの１つが前記無線通信ネットワークを離れるときに、前記
伝送路識別子を決定するステップを含む、請求項１に記載の無線データ処理方法。
【請求項１３】
　前記複数の中間ノードの各々は、少なくとも１つの伝送路に含まれており、
　前記複数の中間ノードの各々に対して、前記伝送路を転送するデータと、各中間ノード
が含まれている前記少なくとも１つの伝送路の各伝送路用の伝送路識別子とを提供するス
テップを更に含む、請求項１に記載の無線データ処理方法。
【請求項１４】
　前記無線通信ネットワークは、少なくとも１つの制御ノードを更に含む、請求項１に記
載の無線データ処理方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの制御ノードは、ベースステーションである、請求項１４に記載の
無線データ処理方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの制御ノードは、中継ステーションである、請求項１４に記載の無
線データ処理方法。
【請求項１７】
　前記複数の中間ノードは、複数の中継ステーションを含む、請求項１に記載の無線デー
タ処理方法。
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【請求項１８】
　前記宛先ノード識別子は、前記複数の中間ノードのうちの少なくとも１つの宛先中間ノ
ードを特定する、請求項１に記載の無線データ処理方法。
【請求項１９】
　複数の中間ノードと複数の宛先機器を含むマルチホップリレーベースの無線通信ネット
ワークにおける無線通信用の無線通信ステーションであって、
　データ及び命令を格納するための少なくとも１つのメモリと、
　前記メモリにアクセスするように構成された少なくとも１つのプロセッサとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、命令を実行するときに、
　前記複数の中間ノードの各々に対する少なくとも１つの伝送路であって、前記少なくと
も１つの伝送路に沿った全ての中間ノードと関連付けられたデータを転送する前記少なく
とも１つの伝送路を決定し、
　前記少なくとも１つの伝送路の各々用の、宛先ノード識別子となる伝送路識別子を決定
し、
　少なくとも１つの前記伝送路識別子に基づいて送信される伝送データを前記複数の宛先
機器のうちの少なくとも１つの宛先機器に送信するように構成され、
　前記伝送データは、前記伝送路識別子を含み、
　前記伝送路識別子は、少なくとも１つの宛先ノードを識別する情報を含み、かつ、前記
中間ノードの位置を識別する情報を含まない、無線通信ステーション。
【請求項２０】
　複数の中間ノードと複数の宛先機器を含むマルチホップリレーベースの無線通信ネット
ワークにおける中間ノードでデータ処理を実行する方法であって、
　受信ユニットによって、少なくとも１つの第１制御データ及び少なくとも１つの第２制
御データを含む伝送データを受信するステップであって、前記少なくとも１つの第１制御
データの各々は各伝送路を識別することができるタグ切替接続識別子を含み、前記少なく
とも１つの第２制御データの各々は伝送路識別子を含み、前記伝送路識別子は宛先ノード
識別子となる、該伝送データを受信するステップと、
　前記受信ユニットによって、前記伝送データを処理するステップと、
　バッファユニットによって、前記受信ユニットと通信して処理したデータをバッファリ
ングするステップと、
　送信ユニットによって、バッファユニットと通信してバッファユニットからバッファリ
ングしたデータを受信するステップと、
　前記バッファリングしたデータの送信前処理を実行するステップと、
　制御ユニットによって、前記受信ユニット、前記バッファユニット及び前記送信ユニッ
トと通信して、前記受信ユニットと関連付けられた１つ以上の受信パラメータを設定する
ステップと、を含み、
　前記伝送路識別子は、少なくとも１つの宛先ノードを識別する情報を含み、かつ、前記
中間ノードの位置を識別する情報を含まない、データ処理実行方法。
【請求項２１】
　前記制御ユニットによって、前記送信ユニットと関連付けられた１つ以上の伝送パラメ
ータを設定するステップを更に含む、請求項２０に記載のデータ処理実行方法。
【請求項２２】
　前記送信ユニットによって、前記制御ユニットによって設定される１つ以上の伝送パラ
メータに基づいて前記バッファユニットから受信したバッファリングしたデータを処理す
るステップを更に含む、請求項２０に記載のデータ処理実行方法。
【請求項２３】
　前記制御ユニットによって、前記伝送データが制御データを含むか否かを判定するステ
ップを更に含む、請求項２０に記載のデータ処理実行方法。
【請求項２４】
　前記制御ユニットによって、前記伝送データが制御データを含むと判定した場合に、少
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なくとも１つの第２制御データの各々を識別するステップを更に含む、請求項２２に記載
のデータ処理実行方法。
【請求項２５】
　前記伝送路識別子は、前記中間ノードを含む伝送路を設定する、請求項２０に記載のデ
ータ処理実行方法。
【請求項２６】
　前記伝送ノード識別子に基づいて、前記伝送データが前記中間ノード向けであるか否か
を判定するステップを更に含む、請求項２０に記載のデータ処理実行方法。
【請求項２７】
　前記第１制御データは、第１のＭＡＰインフォメーションエレメント（ＭＡＰ ＩＥ）
であり、前記第２制御データは、第２のＭＡＰ ＩＥである、請求項２０に記載のデータ
処理実行方法。
【請求項２８】
　前記無線通信ネットワークは、更に、少なくとも１つの制御ノードを含む、請求項２０
に記載のデータ処理実行方法。
【請求項２９】
　前記少なくとも１つの制御ノードは、ベースステーションである、請求項２８に記載の
データ処理実行方法。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つの制御ノードは、中継ステーションである、請求項２８に記載のデ
ータ処理実行方法。
【請求項３１】
　前記宛先ノード識別子は、少なくとも１つの宛先中間ノードを特定する、請求項２０に
記載のデータ処理実行方法。
【請求項３２】
　複数の中間ノードと複数の宛先機器を含むマルチホップリレーベースの無線通信ネット
ワークにおけるデータ処理を実行する中間ノードであって、
　少なくとも１つの第１制御データ及び少なくとも１つの第２制御データを含む伝送デー
タを受信して処理するように動作可能な受信ユニットであって、前記少なくとも１つの第
１制御データの各々は各伝送路を識別することができるタグ切替接続識別子を含み、前記
少なくとも１つの第２制御データの各々は伝送路識別子を含み、前記伝送路識別子は宛先
ノード識別子となる、受信ユニットと、
　前記受信ユニットと通信して前記処理したデータをバッファリングするように構成され
るバッファユニットと、
　前記バッファユニットと通信して前記バッファユニットからバッファリングしたデータ
を受信するように構成される送信ユニットと、
前記受信ユニット、前記バッファユニット及び前記送信ユニットと通信して、　前記受信
ユニットと関連付けられた１つ以上の受信パラメータを設定するように動作する制御ユニ
ットと、を備え、
　前記伝送路識別子は、少なくとも１つの宛先ノードを識別する情報を含み、かつ、前記
中間ノードの位置を識別する情報を含まない、中間ノード。
【請求項３３】
　複数の中間ノードと複数の宛先機器を含むマルチホップリレーベースの無線通信ネット
ワークにおけるデータを処理する方法であって、
　前記複数の宛先機器のうちの少なくとも１つの宛先機器への伝送データを用意するステ
ップと、
　前記少なくとも１つの宛先機器によって前記宛先中間ノードと通信することになる、前
記宛先中間ノードに対する伝送路を決定するステップと、
　前記少なくとも１つの宛先機器に関連付けられた１つ以上のパラメータを含む第１制御
データを当該データに割り当てるステップと、
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　宛先ノード識別子となる伝送路識別子を含む第２制御データを当該データに割り当てる
ステップと、
　当該データを含む少なくとも１つの伝送フレームを該伝送路に沿って送信するステップ
と、を含み、
　前記伝送路識別子は、少なくとも１つの宛先ノードを識別する情報を含み、かつ、前記
中間ノードの位置を識別する情報を含まない、データ処理方法。
【請求項３４】
　前記データの用意は、他のノードからデータを受信するためである、請求項３３に記載
のデータ処理方法。
【請求項３５】
　前記第１制御データを前記少なくとも１つの伝送フレームのデータ部分に格納するステ
ップを更に含む、請求項３３に記載のデータ処理方法。
【請求項３６】
　接続セットアップ中に、前記第１制御データを送信するステップを更に含む、請求項３
３に記載のデータ処理方法。
【請求項３７】
　前記第２制御データを前記少なくとも１つの伝送フレームの制御データに格納するステ
ップを更に含む、請求項３３に記載のデータ処理方法。
【請求項３８】
　前記第２制御データは、前記伝送路と関連付けられたパラメータを含む、請求項３３に
記載のデータ処理方法。
【請求項３９】
　前記第２制御データは、少なくとも１つの第１制御データと関連付けられている、請求
項３３に記載のデータ処理方法。
【請求項４０】
　前記第２制御データは、複数の第１制御データと関連付けられている、請求項３３に記
載のデータ処理方法。
【請求項４１】
　前記複数の第１制御データは、前記伝送フレームの同一データ領域を共有し、前記第２
制御データは、前記同一データ領域を特定する、請求項４０に記載のデータ処理方法。
【請求項４２】
　前記第１制御データは、第１のＭＡＰインフォメーションエレメント（ＭＡＰ ＩＥ）
であり、前記第２制御データは、第２のＭＡＰ ＩＥである、請求項３３に記載のデータ
処理方法。
【請求項４３】
　前記無線通信ネットワークは、更に、少なくとも１つの制御ノードを含む、請求項３３
に記載のデータ処理方法。
【請求項４４】
　前記少なくとも１つの制御ノードは、ベースステーションである、請求項４３に記載の
データ処理方法。
【請求項４５】
　前記少なくとも１つの制御ノードは、中継ステーションである、請求項４３に記載のデ
ータ処理方法。
【請求項４６】
　前記宛先ノード識別子は、前記宛先中間ノードを特定する、請求項３３に記載のデータ
処理方法。
【請求項４７】
　複数の中間ノードと複数の宛先機器を含むマルチホップリレーベースの無線通信ネット
ワークにおける無線通信用の無線通信ステーションであって、
　データ及び命令を格納する少なくとも１つのメモリと、
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　前記メモリとアクセスするように構成される少なくとも１つのプロセッサとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、命令を実行するときに、
　前記複数の宛先機器のうちの少なくとも１つの宛先機器への伝送データを用意し、
　前記少なくとも１つの宛先機器によって前記宛先中間ノードと通信することになる、宛
先中間ノードに対する伝送路を決定し、
　前記少なくとも１つの宛先機器と関連付けられた１つ以上のパラメータを含む第１制御
データを当該データに割り当て、
　宛先ノード識別子となる伝送路識別子を含む第２制御データを当該データに割り当て、
　当該データを含む少なくとも１つの伝送フレームを伝送路に沿って送信するように構成
されており、
　前記伝送路識別子は、少なくとも１つの宛先ノードを識別する情報を含み、かつ、前記
中間ノードの位置を識別する情報を含まない、無線通信ステーション。
【請求項４８】
　複数の中間ノードと複数の宛先機器を含むマルチホップリレーベースの無線通信ネット
ワークにおける中間ノードによってデータを処理する方法であって、
　複数の宛先機器のうちの少なくとも１つの宛先機器用の宛先機器データ、少なくとも１
つの第１制御データ、及び少なくとも１つの第２制御データを含む伝送データを受信する
ステップであって、前記少なくとも１つの第１制御データの各々は各伝送路を識別するこ
とができるタグ切替接続識別子を含み、前記少なくとも１つの第２制御データの各々は伝
送路識別子を含み、前記伝送路識別子は宛先ノード識別子となる、該データを受信するス
テップと、
　前記少なくとも１つの第２制御データの各々における伝送路識別子を評価するステップ
と、
　前記伝送路識別子に基づいて当該データを処理するステップと、を含み、
　前記伝送路識別子は、少なくとも１つの宛先ノードを識別する情報を含み、かつ、前記
中間ノードの位置を識別する情報を含まない、データ処理方法。
【請求項４９】
　前記データを処理するステップは、
　前記少なくとも１つの第２制御データに含まれる前記伝送路識別子に基づいて、宛先中
間ノードを決定するステップを含む、請求項４８に記載のデータ処理方法。
【請求項５０】
　前記少なくとも１つの宛先機器は、前記宛先中間ノードと通信する、請求項４８に記載
のデータ処理方法。
【請求項５１】
　前記宛先ノード識別子は、前記宛先中間ノードを特定する、請求項４８に記載のデータ
処理方法。
【請求項５２】
　前記中間ノードが前記宛先中間ノードであるときに、前記宛先機器向けデータの少なく
とも一部を処理するステップを更に含む、請求項４８に記載のデータ処理方法。
【請求項５３】
　前記少なくとも１つの第１制御データに基づいて、前記宛先機器向けデータの少なくと
も一部を処理するステップを更に含む、請求項５２に記載のデータ処理方法。
【請求項５４】
　前記データを処理するステップは、
　前記少なくとも１つの第２制御データによって特定した次のノードが、前記中間ノード
と同一の伝送路にあるか否かを判定するステップを更に含む、請求項４８に記載のデータ
処理方法。
【請求項５５】
　前記次のノードが前記中間ノードと同一の伝送路にないと判定したときには、当該デー
タをドロップするステップを更に含む、請求項５４に記載のデータ処理方法。
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【請求項５６】
　前記次のノードが前記中間ノードと同一の伝送路にあると判定したときには、当該デー
タを送信するステップを更に含む、請求項５４に記載のデータ処理方法。
【請求項５７】
　前記中間ノードが前記宛先中間ノードではないときに、当該データを前記同一伝送路の
別の中間ノードに送信するステップを更に含む、請求項５４に記載のデータ処理方法。
【請求項５８】
　前記無線通信ネットワークは、更に、少なくとも１つの制御ノードを含む、請求項４８
に記載のデータ処理方法。
【請求項５９】
　前記少なくとも１つの制御ノードは、ベースステーションである、請求項５８に記載の
データ処理方法。
【請求項６０】
　前記少なくとも１つの制御ノードは、中継ステーションである、請求項５８に記載のデ
ータ処理方法。
【請求項６１】
　前記中間ノードは、中継ステーションである、請求項４８に記載のデータ処理方法。
【請求項６２】
　前記第１制御データは、第１のＭＡＰインフォメーションエレメント（ＭＡＰ ＩＥ）
であり、前記第２制御データは、第２のＭＡＰ ＩＥである、請求項４８に記載のデータ
処理方法。
【請求項６３】
　複数の中間ノードと複数の宛先機器を含むマルチホップリレーベースの無線通信ネット
ワークにおける中間ノードであって、
　データ及び命令を格納する少なくとも１つのメモリと、
　前記メモリとアクセスするように構成される少なくとも１つのプロセッサとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、命令を実行するときに、
　前記複数の宛先機器のうちの少なくとも１つの宛先機器用の宛先機器データと、少なく
とも１つの第１制御データと、少なくとも１つの第２制御データとを含む伝送データを受
信するように構成され、且つ、前記少なくとも１つの第１制御データの各々は各伝送路を
識別することができるタグ切替接続識別子を含み、前記少なくとも１つの第２制御データ
の各々は伝送路識別子を含み、前記伝送路識別子は宛先ノード識別子であり、
　前記少なくとも１つの第２制御データの各々における伝送路識別子を評価し、
　前記伝送路識別子に基づいて当該データを処理するように構成され、
　前記伝送路識別子は、少なくとも１つの宛先ノードを識別する情報を含み、かつ、前記
中間ノードの位置を識別する情報を含まない、中間ノード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この出願は、２００６年９月７日に出願された米国特許仮出願第６０／８４２，６７５
号の利益を主張するものであり、この文献については如何なる目的においても参考までに
全内容を本願に取り入れる。
【０００２】
　本発明は、包括的には無線通信システム用の方法及び機器に関し、特に、制御ノード、
中間ノード及び宛先ノードを含む、無線通信システム、無線通信方法及び無線通信機器に
関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線機器の数の増大と無線サービスの高まる需要の故に、無線通信システムは拡大し続
けている。高まる需要を満たすために、無線プロバイダは、極めて多数の無線送信機を配
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置させている。しかしながら、その代わりとして、無線プロバイダは、リレーベースのシ
ステムも利用している。
【０００４】
　リレーベースのシステムでは、無線システムの或るノードは、中継ノードと称される１
つ以上の中間ノードを用いて無線システム内の別のノードと通信することができる。幾つ
かのシステムでは、中継ノードは、中継ステーションと称され、このようなノードの組み
合わせ及び送信元ノードと宛先ノードとの間の接続を伝送路と称する。リレーベースのシ
ステムは、如何なる種類の無線ネットワークにおいても見つけることができる。
【０００５】
　リレーベースのシステム例は、マルチホップリレー（ＭＲ）ネットワークである。図１
は、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１６ファミリの規格に基づく従来のＭＲネッ
トワーク１００の一例を示す図である。
【０００６】
　図１に示すように、ＭＲネットワーク１００は、１つ以上の送信機、例えばベースステ
ーション（ＢＳ）１１０、１つ以上の中継ステーション（ＲＳ）１２０（ＲＳ　１２０ａ
、１２０ｂ及び１２０ｃを含む）、及び１つ以上の加入者ステーション（ＳＳ）１３０（
ＳＳ　１３０ｗ、１３０ｘ、１３０ｙ及び１３０ｚを含む）を含むことができる。
【０００７】
　ＭＲネットワークでは、送信ステーション（例えばＢＳ１１０）と加入者ステーション
（例えば、ＳＳ　１３０ｗ、ＳＳ１３０ｘ、ＳＳ１３０ｙ、ＳＳ１３０ｚなど）との間の
通信は、１つ以上の中継ステーション（例えば、ＲＳ１２０ａ、ＲＳ１２０ｂ、ＲＳ１２
０ｃなど）を用いて実現することができる。例えば、ＭＲネットワーク１００では、ＲＳ
１２０ａは、ＢＳ１１０からデータを受信し、そのデータを別の中継ステーション（例え
ばＲＳ１２０ｂ）に送信することができる。或いは又、ＲＳ１２０ａは、下位の中継ステ
ーション（例えば、ＲＳ１２０ｂ）からデータを受信して、そのデータをＢＳ１１０に送
信することができる。別の例として、ＲＳ１２０ｃは、ＲＳ１２０ｂからデータを受信し
て、そのデータをサポートされる加入者ステーション（例えば、ＳＳ１３０ｗ）に送信す
ることができる。或いは又、ＲＳ１２０ｃは、加入者ステーション（例えばＳＳ１３０ｗ
）からデータを受信して、そのデータを上位の中継ステーション（例えば、ＲＳ１２０ｂ
）に送信することができる。
【０００８】
　ＭＲネットワーク１００などの幾つかの例では、スケジューリングアルゴリズムを用い
ることができ、スケジューリングアルゴリズムによって加入者ステーション（例えばＳＳ
１３０ｗ、ＳＳ１３０ｘ、ＳＳ１３０ｙ、ＳＳ１３０ｚなど）は、そのネットワーク（即
ち、範囲内の加入者ステーションに対してＢＳ１１０を機能させることによって構成され
る通信ネットワーク）に対して一回のみイニシャルエントリを競争することができる。ネ
ットワークに対するイニシャルエントリを一旦勝ち取ると、ＢＳ１１０によってアクセス
スロットが割り当てられる。他の例では、アクセススロットを、各フレーム間隔で動的割
り当てすることができる。いずれの場合でも、アクセススロットは、拡張したり、又は縮
小したりすることができるが、アクセススロットは特定の加入者ステーションに割り当て
られたままで残ることになり、これにより、他の加入者ステーションによる当該アクセス
スロットの使用を排除することができる。
【０００９】
　図２は、周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）を用いた、ＩＥＥＥ８０２．１６ファミリ
の規格に基づくメディアアクセス制御（ＭＡＣ）フレームフォーマットの一例を示す図で
ある。図２に示すように、伝送時間（タイム）を可変長サブフレーム、即ち、アップリン
ク（ＵＬ）サブフレームとダウンリンク（ＤＬ）サブフレームに分割することができる。
詳細に示してはいないが、ＵＬサブフレームは、レンジングチャネル、チャネル品質情報
チャネル（ＣＱＩＣＨ）及びデータを含むＵＬデータバーストを含むものとできる。
【００１０】
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　ＤＬサブフレームは、プリアンブル、フレーム制御ヘッダ（ＦＣＨ）、ＤＬ－ＭＡＰ、
ＵＬ－ＭＡＰ及びＤＬデータバースト領域を含むことができる。プリアンブルは、同期の
ための基準を提供するのに用いることができる。例えば、プリアンブルは、タイミングオ
フセット、周波数オフセット及び電力を調整するのに用いることができる。ＦＣＨは、例
えばＳＳ１３０用のデコード情報を含む、各接続用のフレーム制御情報を含むことができ
る。
【００１１】
　ＤＬ－ＭＡＰメッセージ及びＵＬ－ＭＡＰメッセージは、ダウンリンク及びアップリン
ク通信用のそれぞれのチャネルを割り当てるのに用いることができる。即ち、ＤＬ－ＭＡ
Ｐメッセージは、アクセススロット位置のディレクトリを現在のダウンリンク・サブフレ
ーム内に提供することができ、ＵＬ－ＭＡＰメッセージは、アクセススロット位置のディ
レクトリを現在のアップリンク・サブフレーム内に提供することができる。ＤＬ－ＭＡＰ
メッセージでは、このディレクトリは、１つ以上のＤＬ－ＭＡＰインフォメーションエレ
メント（ＭＡＰ ＩＥ）の形式とすることができる。ＤＬ－ＭＡＰメッセージにおける各
ＭＡＰ ＩＥは、単一接続（即ち、単一のＳＳ１３０との接続）用のパラメータを含むこ
とができる。これらのパラメータは、現在のサブフレームにおいて、データバーストが位
置する箇所、データバーストの長さ、データバーストの所定の受信者の識別、及び１つ以
上の伝送パラメータを特定するのに用いることができる。
【００１２】
　例えば、各ＭＡＰ ＩＥは、データバーストが向かう宛先機器（例えば、ＳＳ１３０ｗ
、ＳＳ１３０ｘ、ＳＳ１３０ｙ、ＳＳ１３０ｚなど）を識別するための接続ＩＤ（ＣＩＤ
）、ダウンリンク伝送が規定されることになるダウンリンクインターバル使用コードを示
すためのダウンリンクインターバル使用コード（ＤＩＵＣ）、データバーストが開始する
ＯＦＤＭＡシンボルのオフセットを指示するＯＦＤＭＡシンボルオフセット、データバー
ストを運ぶための最小インデックスＯＦＤＭＡサブチャネルを指示するサブチャネルオフ
セットなどを含むことができる。また、ＭＡＰ ＩＥは、例えばブースト化パラメータ、
ＯＦＤＭＡシンボルの番号を示すパラメータ、サブチャネルの番号を示すパラメータなど
の他のパラメータを含むことができる。以下の説明に用いるように、従来からのＭＡＣヘ
ッダ及びＭＡＰ ＩＥは、接続切替制御データと称される。
【００１３】
　データバースト領域は、ＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰメッセージの各々の後に続ける
ことができる。データバースト領域の各データバーストは、対応する接続切替制御データ
の制御の種類に応じて変調し、符号化することができる。例えば、図３を参照するに、Ｍ
ＡＰ ＩＥ“ｗ”は、データバースト“ｗ”用の制御情報を提供し、ＭＡＰ ＩＥ“ｘ”は
、データバースト“ｘ”用の制御情報を提供し、ＭＡＰ ＩＥ“ｙ”は、データバースト
“ｙ”用の制御情報を提供し、ＭＡＰ ＩＥ“ｚ”は、データバースト“ｚ”用の制御情
報を提供することができる。
【００１４】
　再び図１を参照するに、ＢＳ１１０は、各々がＲＳ１２０ｃに対する加入者デバイスで
ある、ＳＳ１３０ｗ、ＳＳ１３０ｘ、ＳＳ１３０ｙ及びＳＳ１３０ｚ用のデータバースト
を受信することができる。ＢＳ１１０は、各ＳＳ１３０用の接続切替制御データを生成し
、接続切替制御データをフレームのＤＬ　ＭＡＰ ＩＥスロットに挿入することができる
。ＢＳ１１０は、各ＳＳ１３０に関連付けられたデータバーストを各接続切替制御データ
に対応するデータバースト領域に挿入することができる。ＢＳ１１０は、そのフレームを
伝送路に沿った第１ノード、即ちＲＳ１２０ａに送信することができる。ＲＳ１２０ａは
、当該データを受信し、各接続切替制御データを処理して、どのデータがＲＳ１２０ａの
加入者機器向けであるかを決定することができる。当該データのいずれもＲＳ１２０ａの
加入者機器向けではない場合には、ＲＳ１２０ａは、伝送路に沿って次のＲＳ１２０に転
送することができる。この例の場合では、当該データのいずれもＲＳ１２０ａの加入者機
器に向けられるものではなく、ＲＳ１２０ａは、当該データをＲＳ１２０ｂに送信するこ
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とができる。
【００１５】
　同様に、ＲＳ１２０ｂは、当該データを受信し、各接続切替制御データを処理して、ど
のデータがＲＳ１２０ｂの加入者機器向けであるかを決定することができる。当該データ
のいずれもＲＳ１２０ｂの加入者機器向けではない場合には、ＲＳ１２０ｂにおいても、
伝送路に沿った次のＲＳ１２０、即ちＲＳ１２０ｃに転送することができる。ＲＳ１２０
ｃは、当該データを受信し、各接続切替制御データを処理して、どのデータがＲＳ１２０
ｃの加入者機器向けであるかを決定することができる。この例の場合では、ＳＳ１３０ｗ
、ＳＳ１３０ｘ、ＳＳ１３０ｙ及びＳＳ１３０ｚは、ＲＳ１２０ｃの加入者機器であり、
ＲＳ１２０ｃは、接続切替制御データを処理して、ＭＡＰ ＩＥに格納される伝送パラメ
ータに従って、その適切なデータを各ＳＳ１３０に送信することができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　ＭＲネットワーク１００では、伝送路に沿った各ＲＳ１２０は、個々の制御データ及び
制御データに関連付けられたデータが宛先に到着するまで、当該フレームの全ての接続切
替制御データ（例えば、ＭＡＣヘッダ及びＭＡＰ ＩＥ）を処理することになる。従って
、例えば、図１の接続切替制御データの各々は、当該データが宛先に到着する前に、３回
処理されることになる。これは、システムリソースのかなりの使用と、対応する伝送レイ
テンシを生じさせることになる。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の一態様では、複数の中間ノードと複数の宛先機器を含む無線通信ネットワーク
における無線データを処理する方法を提供する。本方法は、複数の中間ノードの各々に対
する少なくとも１つの伝送路を決定するステップを含む。少なくとも１つの伝送路は、該
少なくとも１つの伝送路に沿った全ての中間ノードと関連付けられたデータを含む。また
、本方法は、該少なくとも１つの伝送路の各々用の、宛先ノード識別子である伝送路識別
子を決定するステップと、伝送データを該複数の宛先機器のうちの少なくとも１つの宛先
機器に送信するステップを含む。伝送データは、少なくとも１つの伝送路識別子に基づい
て送信される。
【００１８】
　本発明の別の態様では、複数の中間ノードと複数の宛先機器を含む無線通信ネットワー
クにおける無線通信用の無線通信ステーションを提供する。無線通信ステーションは、デ
ータ及び命令を格納するための少なくとも１つのメモリと、該メモリにアクセスするよう
に構成された少なくとも１つのプロセッサとを備える。少なくとも１つのプロセッサは、
命令を実行するときに、複数の中間ノードの各々に対する少なくとも１つの伝送路を決定
するように構成されている。この少なくとも１つの伝送路の情報には、該少なくとも１つ
の伝送路に沿った全ての中間ノードと関連付けられたデータを含む。また、少なくとも１
つのプロセッサは、命令を実行するときに、該少なくとも１つの伝送路の各々用の、宛先
ノード識別子である伝送路識別子を決定し、伝送データを該複数の宛先機器のうちの少な
くとも１つの宛先機器に送信するように構成される。伝送データは、少なくとも１つの伝
送路識別子に基づいて送信される。
【００１９】
　本発明の別の態様では、中間ノードでデータ処理を実行する方法を提供する。本方法は
、受信ユニットによって伝送データを受信するステップを含む。伝送データは、少なくと
も１つの第１制御データ及び少なくとも１つの第２制御データを含む。少なくとも１つの
第１制御データの各々は、接続識別子を含み、少なくとも１つの第２制御データの各々は
、伝送路識別子を含み、伝送路識別子は、宛先ノード識別子である。本方法は、更に、受
信ユニットによって伝送データを処理するステップと、バッファユニットによって受信ユ
ニットと通信して処理データをバッファリングするステップとを含む。更に、本方法は、
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送信ユニットによってバッファユニットと通信してバッファユニットからバッファリング
したデータを受信するステップと該バッファリングしたデータの送信前処理を実行するス
テップとを含む。本方法は、更に、制御ユニットによって受信ユニット、バッファユニッ
ト及び送信ユニットと通信して、受信ユニットと関連付けられた１つ以上の受信パラメー
タを設定するステップを含む。
【００２０】
　本発明の別の態様では、無線通信ネットワークにおけるデータ処理を実行する中間ノー
ドを提供する。この中間ノードは、伝送データを受信して処理するように動作可能な受信
ユニットを有する。伝送データは、少なくとも１つの第１制御データ及び少なくとも１つ
の第２制御データを含む。少なくとも１つの第１制御データの各々は、接続識別子を含み
、少なくとも１つの第２制御データの各々は、伝送路識別子を含み、伝送路識別子は、宛
先ノード識別子である。本中間ノードは、更に、受信ユニットと通信して処理データをバ
ッファリングするように構成されるバッファユニットと、バッファユニットと通信してバ
ッファユニットからバッファリングしたデータ受信するように構成される送信ユニットと
を有する。更に、本中間ノードは、受信ユニット、バッファユニット及び送信ユニットと
通信して、受信ユニットと関連付けられた１つ以上の受信パラメータを設定するように動
作する制御ユニットを有する。
【００２１】
　本発明の別の態様では、複数の中間ノードと複数の宛先機器を含む無線通信ネットワー
クにおけるデータを処理する方法を提供する。本方法は、複数の宛先機器のうちの少なく
とも１つの宛先機器への伝送用データを受信するステップと、宛先中間ノードに対する伝
送路を決定するステップとを含む。少なくとも１つの宛先機器は、宛先中間ノードと通信
する。本方法は、更に、該少なくとも１つの宛先機器に関連付けられた１つ以上のパラメ
ータを含む第１制御データを当該データに割り当てるステップを含む。また、本方法は、
伝送路識別子を含む第２制御データを当該データに割り当てるステップを含む。尚、伝送
路識別子は、宛先ノード識別子である。更に、本方法は、当該データを含む少なくとも１
つの伝送フレームを該伝送路に沿って送信するステップを含む。
【００２２】
　本発明の別の態様では、複数の中間ノードと複数の宛先機器を含む無線通信ネットワー
クにおける無線通信用の無線通信ステーションを提供する。本無線通信ステーションは、
データ及び命令を格納する少なくとも１つのメモリと、メモリとアクセスするように構成
される少なくとも１つのプロセッサとを有する。少なくとも１つのプロセッサは、命令を
実行するときに、複数の宛先機器のうちの少なくとも１つの宛先機器への伝送用データを
受信し、宛先中間ノードに対する伝送路を決定するように構成される。少なくとも１つの
宛先機器は、宛先中間ノードと通信する。少なくとも１つのプロセッサは、更に、少なく
とも１つの宛先機器と関連付けられた１つ以上のパラメータを含む第１制御データを当該
データに割り当てるように構成される。また、少なくとも１つのプロセッサは、伝送路識
別子を含む第２制御データを当該データに割り当てるように構成される。尚、伝送路識別
子は、宛先ノード識別子である。更に、少なくとも１つのプロセッサは、当該データを含
む少なくとも１つの伝送フレームを伝送路に沿って送信するように構成される。
【００２３】
　本発明の別の態様では、複数の中間ノードと複数の宛先機器を含む無線通信ネットワー
クにおける中間ノードによってデータを処理する方法を提供する。本方法は、データを受
信するステップを含み、当該データは、複数の宛先機器のうちの少なくとも１つの宛先機
器用の宛先機器データと、少なくとも１つの第１制御データと、少なくとも１つの第２制
御データとを含む。少なくとも１つの第１制御データの各々は、接続識別子を含み、少な
くとも１つの第２制御データの各々は、伝送路識別子を含み、伝送路識別子は、宛先ノー
ド識別子である。本方法は、更に、少なくとも１つの第２制御データの各々における伝送
路識別子を評価するステップと、伝送路識別子に基づいて当該データを処理するステップ
とを含む。
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【００２４】
　本発明の別の態様では、複数の中間ノードと複数の宛先機器を含む無線通信ネットワー
クにおける中間ノードを提供する。本中間ノードは、データ及び命令を格納する少なくと
も１つのメモリと、メモリとアクセスするように構成される少なくとも１つのプロセッサ
とを有する。少なくとも１つのプロセッサは、命令を実行するときに、データを受信する
ように構成される。当該データは、複数の宛先機器のうちの少なくとも１つの宛先機器用
の宛先機器データと、少なくとも１つの第１制御データと、少なくとも１つの第２制御デ
ータとを含む。少なくとも１つの第１制御データの各々は、接続識別子を含み、少なくと
も１つの第２制御データの各々は、伝送路識別子を含み、伝送路識別子は、宛先ノード識
別子である。少なくとも１つのプロセッサは、更に、少なくとも１つの第２制御データの
各々における伝送路識別子を評価し、伝送路識別子に基づいて当該データを処理するよう
に構成されている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　図４は、開示した実施例に対応する、タグ切替ネットワーク４００の一例を示すブロッ
ク図である。タグ切替ネットワーク４００は、１つ以上のタグをルーティングデータ及び
／又は通信に用いることができるものである。一実施例では、タグ切替ネットワーク４０
０は、ＩＥＥＥ８０２．１６ファミリの規格に基づくものとできる。図４に示すように、
一実施例では、タグ切替ネットワーク４００は、例えばベースステーション（ＢＳ）４１
０などの１つ以上の送信機、ＲＳ４２０ａ、４２０ｂ及び４２０ｃを含む１つ以上の中継
ステーション（ＲＳ）４２０、及びＳＳ４３０ｗ、４３０ｘ及び４３０ｙを含む１つ以上
の加入者ステーション（ＳＳ）４３０を含むものとできる。
【００２６】
　ＢＳ４１０は、データを送信及び／又は受信するように構成された如何なる種類の通信
機器であってもよく、及び／又はその多くが当該分野で知られている１つ以上の無線規格
に基づいて通信する。例えば、ＢＳ４１０は、ＩＥＥＥ８０２．１６ファミリの規格によ
って規定される通信プロトコルを用いて、１つ以上のＳＳ４３０、ＲＳ４２０、１つ以上
の他のＢＳ４１０及び／又は他のネットワーク（図示せず）と通信するように構成するこ
とができる。幾つかの例では、ＢＳ４１０は、例えばノードＢ、基地局送信機（ＢＴＳ）
、アクセスポイントなどとも称される。
【００２７】
　図５Ａに示すように、ＢＳ４１０は、様々な処理及び方法を実行するために、コンピュ
ータプログラム命令を実行する少なくとも１つの中央処理ユニット（ＣＰＵ）４１１、情
報及びコンピュータ命令をアクセスし、且つ格納するように構成されるランダムアクセス
メモリ（ＲＡＭ）４１２及びリードオンリメモリ（ＲＯＭ）４１３、データ及び情報を格
納するメモリ（記憶器）４１４、テーブル、リスト又は他のデータ構造体を格納する１つ
以上のデータベース４１５、１つ以上のＩ／Ｏ機器４１６、１つ以上のインタフェース４
１７、及び、１つ以上のアンテナ４１８など、これらの１つ以上の構成要素を含むことが
できる。これらの構成要素の各々は、当該分野において周知であり、更なる説明はしない
。
【００２８】
　再び図４を参照するに、一実施例では、ＢＳ４１０は、１つ以上のＢＳタグテーブル４
４０を生成し、格納するように構成することができる。ＢＳタグテーブル４４０は、タグ
切替ネットワーク４００において１つ以上のノード及び／又は１つ以上の伝送路と関連付
けられたデータを含むことができる。例えば、ＢＳタグテーブル４４０は、１つ以上の中
継ノード識別子、１つ以上の伝送路及び／又は１つ以上の伝送路識別子、並びにデータ間
の関係の情報を含むことができる。更に、ＢＳタグテーブル４４０は、例えば１つ以上の
伝送路に関する伝送パラメータ、１つ以上のＲＳ４２０に関する伝送パラメータ、１つ以
上のＳＳ４３０に関する伝送パラメータなどの他のパラメータを含むことができる。
【００２９】
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　１つ以上の中継ノード識別子は、タグ切替ネットワーク４００における各ノードを固有
に識別するのに用いることができる。１つ以上のノードは、例えばＢＳ４１０、１つ以上
のＲＳ４２０、及び／又は１つ以上のＳＳ４３０を含むことができる。１つ以上の伝送路
の各々は、データがタグ切替ネットワーク４００を介してルーティングされることができ
る１つ以上のＲＳ４２０を含むことができ、各伝送路は、伝送路識別子によって固有に識
別されることができ、伝送路識別子は“タグ”又は“タグ切替接続識別子”と称されるこ
ともある。一実施例では、１つ以上の伝送路は、“中継経路”としても知られている。幾
つかの例において、開示した伝送方法は、トンネル伝送と称され、タグ切替接続識別子は
、トンネルＣＩＤと称されることもある。
【００３０】
　一実施例では、タグは、ＢＳタグテーブル４４０に対するインデックスとして機能する
ことができる。例えば、ＢＳ４１０からＲＳ４２０ａへの伝送路は、ＲＳ４２０ａを含む
ことができ、それはタグ“１”によって識別することができる。ＢＳ４１０からＲＳ４２
０ｂへの伝送路は、ＲＳ４２０ａ及びＲＳ４２０ｂを含むことができ、それはタグ“２”
によって識別することができる。タグ“３”は、ＲＳ４２０ａ、ＲＳ４２０ｂ及びＲＳ４
２０ｃを含むＢＳ４１０からＲＳ４２０ｃへの伝送路を識別することができる。幾つかの
例では、ＢＳタグテーブル４４０は、タグ切替ネットワーク４００における１つ以上のＲ
Ｓ４２０への１つ以上の伝送路を固有に識別するように構成することができる。
【００３１】
　代わりに、及び／又は追加して、ＢＳタグテーブル４４０は、タグ切替ネットワーク４
００における１つ以上のノード間の関係を識別するものとできる。例えば、ＢＳタグテー
ブル４４０は、タグ切替ネットワーク４００における１つ以上のノード間の下位及び上位
の関係を識別するものとできる。更に、ＢＳタグテーブル４４０は、タグ切替ネットワー
ク４００における各ＳＳ４３０のために機能するＲＳ４２０又はＢＳ４１０を識別するの
に用いることができる。機能化するＲＳ４２０又はＢＳ４１０をノードとすることができ
、これらノードを介して、ＳＳ４３０はタグ切替ネットワーク４００によりデータを送信
及び／又は受信することができる。図４に示すように、ＲＳ４２０ｃは、ＳＳ４３０ｗ、
ＳＳ４３０ｘ及びＳＳ４３０ｙのために機能するＲＳ４２０である。従って、ＢＳタグテ
ーブル４４０は、ＳＳ４３０ｗ（即ち、ＣＩＤ＝ｗ）、ＳＳ４３０ｘ（即ち、ＣＩＤ＝ｘ
）及びＳＳ４３０ｙ（即ち、ＣＩＤ＝ｙ）と関連付けられたデータを含むことができる。
【００３２】
　また、ＢＳ４１０は、１つ以上のＲＳタグテーブル４５０を生成するように構成するこ
とができる。ＲＳタグテーブル４５０は、ＢＳ４１０、１つ以上のＲＳ４２０及び／又は
１つ以上のＳＳ４３０と関連付けられた情報を含むことができる。例えば、ＲＳタグテー
ブル４５０は、１つ以上の中継ノード識別子、１つ以上の伝送路、及び／又は伝送路識別
子を含むことができる。更に、ＲＳタグテーブル４５０は、例えば１つ以上の伝送路に関
連付けられた伝送パラメータ、１つ以上のＲＳ４２０に関連付けられた伝送パラメータ、
１つ以上のＳＳ４３０に関連付けられた伝送パラメータなどの他のパラメータを含むこと
ができる。
【００３３】
　一実施例では、１つ以上のＲＳタグテーブル４５０を、各ＲＳ４２０用に固有に生成す
ることができ、特定のＲＳ４２０をノードとすることができる１つ以上の伝送路と関連付
けられた情報を含むことができる。従って、例えばＲＳ４２０のうちの１つにおけるＲＳ
タグテーブル４５０は、そのＲＳ４２０と直接接続される全てのＳＳ４３０並びに全ての
下位のＲＳ４２０と関連付けたデータを含むことができる。例えば、図４を参照して、Ｒ
Ｓタグテーブル４５０ａは、ＢＳ４１０からＲＳ４２０ｂへのタグ“２”で識別される伝
送路、及びＢＳ４１０からＲＳ４２０ｃへのタグ“３”で識別される伝送路（その双方は
、ＲＳ４２０ａを含むことができる）と関連付けられたデータを含むことができる。同様
に、ＲＳテーブル４５０ｂは、ＢＳ４１０からＲＳ４２０ｃへのタグ“３”で識別される
伝送路（ＲＳ４２０ｂを含む）と関連付けられたデータを含むことができる。幾つかの実
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施例では、ＲＳタグテーブル４５０は、１つ以上のＳＳ４３０と関連付けられたデータを
含むことができる。例えば、ＲＳタグテーブル４５０ｃは、ＳＳ４３０ｗ（即ち、“ｗ”
）、ＳＳ４３０ｘ（即ち、“ｘ”）及びＳＳ４３０ｙ（即ち、“ｙ”）と関連付けられた
データを含むことができる。一実施例では、タグ切替制御データに格納されるタグは、Ｒ
Ｓタグテーブル４５０に対するインデックスとして機能し、各ＲＳ４２０が、ＲＳタグテ
ーブル４５０及びタグ切替用ＭＡＰ ＩＥで見つけられるパラメータに従って、データの
ルーティング及び伝送を実行することを可能とする。
【００３４】
　ＢＳ４１０は、タグ切替ネットワーク４００に何らかの種類の変更があるときに、１つ
以上のＢＳタグテーブル４４０及び／又は１つ以上のＲＳタグテーブル４５０を生成及び
／又は格納するように構成することができる。例えば、ＢＳ４１０は、タグ切替ネットワ
ーク４００が最初に確立されるときか、１つ以上のＲＳ４２０がタグ切替ネットワーク４
００に配置されるときか、１つ以上のＲＳ４２０がタグ切替ネットワークに配置替えされ
るときなどに、１つ以上のＢＳタグテーブル４４０及び／又はＲＳタグテーブル４５０を
生成することができる。
【００３５】
　ＲＳ４２０は、１つ以上の無線規格によって規定される通信プロトコルを用いて１つ以
上のＳＳ４３０、ＲＳ４２０及び／又は他のＢＳ４１０とデータの送信及び／又は受信、
及び／又は通信するように構成される如何なる種類の通信機器であってもよい。開示した
実施例では、ＲＳ４２０は、１つ以上のＳＳ４３０、ＲＳ４２０及び／又はＢＳ４１０の
間での中間ノードとして機能することができる。例えば、ＲＳ４２０は、ＢＳ４１０から
のデータを受信して、当該データを１つ以上の下位のＳＳ４３０及び／又はＲＳ４２０に
送信することができる。同様に、逆方向に、ＲＳ４２０は、ＳＳ４３０又は下位のＲＳ４
２０からデータを受信して、当該データを別のＲＳ４２０又はＢＳ４１０に送信すること
ができる。
【００３６】
　更に、ＲＳ４２０は、１つ以上のＲＳタグテーブル４５０を格納及び／又はアクセスす
るように構成することができる。例えば、図４に示すように、ＲＳ４２０ａはＲＳタグテ
ーブル４５０ａを格納することができ、ＲＳ４２０ｂはＲＳタグテーブル４５０ｂを格納
することができ、ＲＳ４２０ｃは、ＲＳタグテーブル４５０ｃを格納することができる。
【００３７】
　図５Ｂに示すように、ＲＳ４２０は、様々な処理及び方法を実行するためのコンピュー
タプログラムを実行するように構成される少なくとも１つの中央処理ユニット（ＣＰＵ）
４２１、情報及びコンピュータプログラム命令をアクセスし格納するように構成されるラ
ンダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）４２２及びリードオンリメモリ（ＲＯＭ）４２３、デー
タ及び情報を格納するためのメモリ（記憶器）４２４、テーブル、リスト、又は他のデー
タ構造を格納するための１つ以上のデータベース４２５、１つ以上のＩ／Ｏ機器４２６、
１つ以上のインタフェース４２７、１つ以上のアンテナ４２８など、これらの１つ以上の
構成要素を含むことができる。これらの構成要素の各々は、当該分野において周知であり
、更なる説明はしない。
【００３８】
　ＳＳ４３０は、１つ以上の無線通信規格を用いてＢＳ４１０及び／又は他のＳＳ４３０
及びＲＳ４２０と通信するように構成される如何なる種類の無線クライアント機器であっ
てもよい。ＳＳ４３０は、例えば、サーバ、クライアント機器、メインフレーム、デスク
トップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、ネットワークコンピュータ、ワークス
テーション、携帯情報端末（ＰＤＡ）、タブレットＰＣ、スキャナ、電話機器、ページャ
、カメラ、音楽用機器などを含むことができる。 一実施例では、ＳＳ４３０は、モバイ
ルコンピューティング機器とすることができる。他の実施例では、ＳＳ４３０は、モバイ
ル環境に置かれる“非モバイル” コンピューティング機器とすることができる（例えば
、飛行機、船、バス、乗用車両、自動車など）。
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【００３９】
　図５Ｃに示すように、ＳＳ４３０は、様々な処理及び方法を実行するためのコンピュー
タプログラムを実行するように構成される少なくとも１つの中央処理ユニット（ＣＰＵ）
４３１、情報及びコンピュータプログラム命令をアクセスし格納するように構成されるラ
ンダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）４３２及びリードオンリメモリ（ＲＯＭ）４３３、デー
タ及び情報を格納するためのメモリ（記憶器）４３４、テーブル、リスト、又は他のデー
タ構造を格納するための１つ以上のデータベース４３５、１つ以上のＩ／Ｏ機器４３６、
１つ以上のインタフェース４３７、１つ以上のアンテナ４３８など、これらの１つ以上の
構成要素を含むことができる。これらの構成要素の各々は、当該分野において周知であり
、更なる説明はしない。
【００４０】
　一実施例では、１つ以上のＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰメッセージは、それぞれダウ
ンリンク及びアップリンク通信用にチャネルアクセスを割り当てるのに用いることができ
る。即ち、ＤＬ－ＭＡＰメッセージの各々は、１つ以上のＤＬ－ＭＡＰインフォメーショ
ンエレメント（ＭＡＰ ＩＥ）を含むことができ、１つ以上のＤＬ－ＭＡＰ ＩＥの各々は
、現在のダウンリンク・サブフレーム内のアクセススロットと関連付けられたパラメータ
を含むことができる。ＵＬ－ＭＡＰメッセージの各々は、１つ以上のＵＬ－ＭＡＰ ＩＥ
を含むことができ、１つ以上のＵＬ－ＭＡＰ ＩＥの各々は、現在のアップリンク・サブ
フレーム内のアクセススロットと関連付けられたパラメータを含むことができる。追加し
て、及び／又は、代わりに、ハイブリッド自動反復要求（ＨＡＲＱ）ＭＡＰメッセージを
、ダウンリンク及びアップリンク通信用にチャネルアクセスを割り当てるのに用いること
ができる。例えば、ＨＡＲＱ　ＭＡＰはメッセージの各々は、１つ以上のＤＬ－ＨＡＲＱ
　ＭＡＰ ＩＥ又はＵＬ－ＨＡＲＱ　ＭＡＰ ＩＥを含むことができ、１つ以上のＤＬ－Ｈ
ＡＲＱ　ＭＡＰ ＩＥ又はＵＬ－ＨＡＲＱ　ＭＡＰ ＩＥの各々は、現在のアップリンク又
はダウンリンク・サブフレーム内のアクセススロット（即ち、ＨＡＲＱデータバースト）
と関連付けられたパラメータを含むことができる。一実施例では、ＤＬ－ＨＡＲＱ　ＭＡ
Ｐ ＩＥ又はＵＬ－ＨＡＲＱ　ＭＡＰ ＩＥは、データバーストが向かう宛先機器（例えば
、ＳＳ４３０ｗ、ＳＳ４３０ｘ、ＳＳ４３０ｙなど）を識別する縮小したＣＩＤ（ＲＣＩ
Ｄ）を含むことができる。以下の説明で用いられるように、ＭＡＰメッセージは、例えば
、ＵＬ－ＭＡＰメッセージ、ＤＬ－ＭＡＰメッセージ、ＤＬ－ＭＡＰメッセージ、ＤＬ－
ＨＡＲＱ　ＭＡＰメッセージ及び／又はＵＬ－ＨＡＲＱ　ＭＡＰメッセージなどを含むこ
とができ、ＭＡＰ ＩＥは、例えば、ＵＬ－ＭＡＰ ＩＥ、ＤＬ－ＭＡＰ ＩＥ、ＤＬ－Ｈ
ＡＲＱ　ＭＡＰ ＩＥ及び／又はＵＬ－ＨＡＲＱ　ＭＡＰ ＩＥなどを含むことができ、Ｃ
ＩＤは、例えば、ＣＩＤ、ＲＣＩＤなどを含むことができる。
【００４１】
　図６Ａは、開示した実施例に対応する、例えばタグ切替ネットワーク４００などのタグ
切替ネットワークにおいて、接続切替制御データフィールドの伝送に関するタグ切替制御
データの送信例を示す。図６Ａに示すように、１つ以上の接続切替制御データ（例えば、
ＣＩＤ及び／又はＲＣＩＤを含むＭＡＰ ＩＥ）は、単一のタグ切替制御データ（即ち、
タグを含むＭＡＰ ＩＥ）により置き換えることができ、その１つ以上の接続切替制御デ
ータを、タグ切替制御データに関連付けられたサブフレームのデータバースト部分に移す
ことができる。タグ切替制御データは、ＢＳ４１０から宛先ＲＳ４２０への伝送路に沿っ
てフレームを送信するのに用いることができる。接続切替制御データは、宛先ＲＳ４２０
によって、当該データを処理して１つ以上のＳＳ４３０に送信するのに用いることができ
る。宛先ＲＳ４２０は、１つ以上のＳＳ４３０のために機能するＲＳ４２０とすることが
できる。
【００４２】
　例えば、タグ切替制御データ“３”を、ＣＩＤ（又はＲＣＩＤ）に代えてＭＡＰメッセ
ージ領域に格納することができ、接続切替制御データ“ｗ”、“ｘ”及び“ｙ”は、その
関連付けられたデータバーストにおけるデータ部分に置かれる。制御データ“３”は、フ
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レームのデータバースト部分における接続切替制御データ及び“ｗ”、“ｘ”及び“ｙ”
用のデータの位置（例えば位置及び長さ）に関する詳細を提供する。タグ切替制御データ
は伝送路を識別するので、タグ切替制御データは、中継リンクに関する伝送パラメータの
みを用いることができる。例えば、タグ切替制御データは、機能化するＲＳ４２０への伝
送路を識別するためのタグ値（Ｔａｇ）、中継リンク用のＤＩＵＣ、現在のフレームにお
けるデータの位置を識別するパラメータなどを含むことができる。
【００４３】
　従って、単一タグは、単一伝送路に沿った全ての接続を識別し管理するのに用いること
ができる。一実施例では、伝送路に沿った各ＲＳ４２０は、宛先ノードに到着するまで伝
送路に沿った接続を識別するＲＳタグテーブル４５０を保持し、当該データを次のノード
に転送することができる。別の実施例では、ルーティング情報を伝送路ＩＤに埋め込むこ
とができ、１つ以上の関連の命令を、事前設定又は信号化の間にメモリに格納することが
できる。このように、ＲＳ４２０は、ＲＳタグテーブル４５０をアクセスすることなく命
令をアクセスし、伝送路ＩＤをデコードし、当該データを転送するように構成することが
できる。一旦、パケットデータが宛先ノードに到着すると、宛先ノードは、フレームデー
タをアンパックして処理し、当該データバーストを宛先機器、即ちＳＳ４３０に送ること
ができる。
【００４４】
　例えば、再び図４を参照して、ＢＳ４１０は、単一フレームによってデータバースト（
即ち、データバーストｗ、ｘ及びｙ）を１つ以上のＳＳ４３０に送信することができる。
各々がＣＩＤ又はＲＣＩＤを含む複数の制御データを用いる代わりに、ＢＳ４１０は、伝
送路を識別するタグを含む単一のタグ切替制御データを用いることができる。例えば、Ｂ
Ｓ４１０は、ＲＳ４２０ｃへの共通の伝送路を識別することにより、データを、ＲＳ４２
０ｃに対して各々下位にあるＳＳ４３０ｗ、ＳＳ４３０ｘ及びＳＳ４３０ｙに送信するこ
とができる。従って、ＢＳ４１０は、中間のＲＳ４２０ａ及びＲＳ４２０ｂを経て処理す
るための単一のタグ切替制御データを用いて、即ち３つの接続切替制御データをＲＳ４２
０ｃへの伝送路を識別する単一のタグ切替制御データに置き換えて、ＳＳ４３０ｗ、ＳＳ
４３０ｘ及びＳＳ４３０ｙに対して情報を提供することができる。
【００４５】
　図６Ｂは、開示した実施例に対応する、例えばタグ切替ネットワーク４００などのタグ
切替ネットワークにおける接続切替制御データフィールドの送信前の、タグ切替制御デー
タの送信例を示す。図６Ｂに示すように、フレームにおけるタグ切替制御データ（即ち、
タフを含むＭＡＰ ＩＥ）は、他のフレームにおける１つ以上の接続切替制御データ（即
ち、ＣＩＤ及び／又はＲＣＩＤを含むＭＡＰ ＩＥ）に関連付けてデータを送信するのに
用いることができる。例えば、第１フレームのタグ切替制御データは、伝送路ルーティン
グ情報を、１つ以上の後続のフレームにおけるサブフレームのデータバースト部分に含ま
れる１つ以上の接続切替制御データに与えることができる。タグ切替制御データは、ＢＳ
４１０から伝送路に沿ってフレームを宛先ＲＳ４２０に送信するのに用いることができる
。接続切替制御データは、宛先ＲＳ４２０によって当該データを処理して１つ以上のＳＳ
４３０に送るのに用いることができる。宛先ＲＳ４２０は、１つ以上のＳＳ４３０のため
に機能するＲＳ４２０とすることができる。一実施例では、後続のフレームは第１フレー
ムの直後に連続する。代わりに及び／又は追加して、後続のフレームは、その後続のフレ
ームに関連付けられたタグ切替制御データを含む第１フレームの後に続く如何なるフレー
ムであってもよい。
【００４６】
　例えば、タグ切替制御データ“３”を、ＣＩＤ（又はＲＣＩＤ）の代わりに第１フレー
ムのＭＡＰメッセージ領域に格納することができ、接続切替制御データ“ｗ”、“ｘ”及
び“ｙ”は、同一フレームのデータ部分に置くことができる。タグ切替制御データ“３”
に関連付けられたデータは、“ｗ”、“ｘ”及び“ｙ” 用の制御データを同一フレーム
のデータバースト部分のどこで見つけることができるかに関する詳細を提供することがで
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きる。更に、タグ切替制御データ“３”は、“ｗ”、“ｘ”及び“ｙ” 用のデータが後
続のフレームのデータバースト部分のどこで見つけることができるかに関する詳細を提供
することができる。タグ切替制御データは伝送路を特定するものであるので、タグ切替制
御データは、中継リンクに関する伝送パラメータのみを用いることができる。例えば、タ
グ切替制御データは、機能化するＲＳ４２０への伝送路を識別するためのタグ値、中継リ
ンク用のＤＩＵＣ、現在のフレームのデータの位置を識別するパラメータ、後続のフレー
ムのデータの位置を識別するパラメータを含むことができる。
【００４７】
　図６Ｃは、開示した実施例に対応する、例えばタグ切替ネットワーク４００などのタグ
切替ネットワークにおける接続切替制御データフィールドの設定に繋がるタグ切替制御デ
ータの送信例を示す。図６Ｃに示すように、接続切替制御データを、接続セットアップ中
に設定することができる。この設定には、例えば、後続するフレームの１つ以上のデータ
バーストフィールドを識別する１つ以上の接続切替制御データの送信を含むことができる
。従って、１つ以上のフレームが接続セットアップに続いて送られるときに、タグ切替制
御データ（即ち、タグを含むＭＡＰ ＩＥ）は、接続セットアップ中に設定した１つ以上
の接続切替制御データ（即ち、ＣＩＤ及び／又はＲＣＩＤを含むＭＡＰ ＩＥ）に関連付
けて、データを送信するのに用いることができる。一実施例において、後続のフレームは
、接続セットアップ処理に従う如何なるフレームであってもよい。
【００４８】
　例えば、タグ切替制御データ“３”は、ＣＩＤ（又はＲＣＩＤ）の代わりに第１フレー
ムのＭＡＰメッセージ領域に格納することができ、データ部分“ｗ”、“ｘ”及び“ｙ”
は、同一フレームのデータ部分に置くことができる。タグ切替制御データ“３”に関連付
けられたデータは、“ｗ”、“ｘ”及び“ｙ” 用の制御データが同一フレームのデータ
バースト部分のどこで見つけることができるかに関する詳細を提供することができる。接
続セットアップ中に設定した接続切替制御データは、“ｗ”、“ｘ”及び“ｙ”用のデー
タをルーティングするのに用いることができ、そのフレームのデータバースト部分で見つ
けることができる。
【００４９】
　図７Ａは、ＢＳ４１０から送られるダウンリンク通信の処理を示すフローチャート例７
００ａである。ＢＳ４１０は、外部ネットワークからデータを受信することができ（ステ
ップ７０５）、当該データから宛先ＳＳ４３０を決定する。宛先ＳＳ４３０に基づいて、
ＢＳ４１０は、タグ識別子を含む伝送路を決定できる（ステップ７１０）。ＢＳ４１０は
、伝送路に沿ったリソースを割り当てる（ステップ７１５）。更に、ＢＳ４１０は、１つ
以上の接続切替制御データ及び１つ以上のタグ切替制御データを追加して、その双方用の
伝送パレメータを割り当てることができる（ステップ７２０）。次に、ＢＳ４１０は、当
該フレームを送信することができる。
【００５０】
　図７Ｂは、ＢＳ４１０からＲＳ４２０によって受信したダウンリンク通信の処理を示す
フローチャート例７００ｂである。ＲＳ４２０は、ＢＳ４１０からフレームデータを受信
することができ（ステップ７５０）、当該フレームから１つ以上のタグ切替制御データを
識別する（ステップ７５５）。ＲＳ４２０は、タグ切替制御データをチェックして、当該
フレームが自分自身用にタグ付けされたものであるか否かを判定することができる（ステ
ップ７６０）。ＲＳ４２０が、当該フレームが自分自身用にタグ付けされたものであると
判定する場合には（ステップ７６０，Ｙｅｓ）、ＲＳ４２０は、当該データをアンパック
して当該フレームのデータバースト領域に含まれる接続切替制御データをデコードする（
ステップ７６５）。更に、ＲＳ４２０は、１つ以上の接続切替制御データに関連付けられ
たデータを、それぞれの接続切替制御データによって識別されるＳＳ４３０に送信するこ
とができる（ステップ７７０）。
【００５１】
　ＲＳ４２０は、当該フレームは別のＲＳ４２０向けであると判定する場合には（ステッ
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プ７６０，Ｎｏ）、ＲＳ４２０は、当該データを伝送路に沿って次のＲＳ４２０に転送す
ることができる。一実施例では、ＲＳ４２０は、ＲＳタグテーブル４５０をアクセスし、
当該テーブルに対するインデックスとしてのタグを用いて、タグ切替制御データをデコー
ドし、当該タグと関連付けられた伝送路を決定することができる（ステップ７７５）。別
の実施例では、ルーティング情報を伝送路ＩＤに埋め込むことができ、１つ以上の関連付
けられた命令を事前設定又は信号化の間にメモリに格納することができる。このようにし
て、ＲＳ４２０は、ＲＳタグテーブル４５０をアクセスすることなしに、命令をアクセス
し、伝送路ＩＤをデコードして当該データを転送するように構成することができる。
【００５２】
　デコードした結果に基づいて、ＲＳ４２０は、当該データを処理することができる（ス
テップ７８０）。一実施例では、ＲＳ４２０は、例えば伝送路において当該フレームを次
のＲＳ４２０に転送することによってデータを処理することができる。或いは又、ＲＳ４
２０は、フレームをドロップすることができる。即ち、ＲＳ４２０ａは、データをＲＳ４
２０ａ用の伝送路におけるノードに転送し、ＲＳ４２０の伝送路にないノードを宛先とす
るデータをドロップすることができる。このように、ＢＳ４１０は、タグ切替制御データ
を用いて１つ以上のＲＳ４２０によってフレームデータを宛先ＳＳ４３０に送ることがで
きる。
【００５３】
　図８Ａは、ＢＳ４１０によってＲＳ４２０から受信したアップリンク通信の処理を示す
フローチャート例８００ａである。ＢＳ４１０は、来るデータ送信の通知を受信すること
ができる（ステップ８０５）。ＢＳ４１０は、当該データ送信用の伝送路を識別すること
ができ（ステップ８１０）、アップストリームの伝送路に沿ったリソースを割り当てるこ
とができる（ステップ８１５）。更に、ＢＳ４１０は、伝送路に沿ったＳＳ４３０及びＲ
Ｓ４２０用のタグ切替制御データの伝送パラメータを割り当てることができる（ステップ
８２０）。ＢＳ４１０は、伝送パラメータを含む制御メッセージ（即ち、ＭＡＰメッセー
ジ）をＳＳ４３０に送信することができ（ステップ８２５）、ＳＳ４３０からのデータを
待つことができる（ステップ８３０）。
【００５４】
　図８Ｂは、ＳＳ４３０からＲＳ４２０によって受信したアップリンク通信の処理を示す
フローチャート例８００ｂである。ＲＳ４２０は、ＭＡＰメッセージをＢＳ４１０から受
信することができる（ステップ８５０）。ＲＳ４２０は、制御データを識別し（ステップ
８６０）、ＳＳ４３０又は下位のＲＳ４２０からのアップリンクデータを待つことができ
る（ステップ８６０）。アップリンクデータがＳＳ４３０からのものである場合（ステッ
プ８６５，Ｙｅｓ）、ＲＳ４２０は、タグ切替制御データを用いて、ＳＳ４３０から受信
したデータをＢＳ４１０に送信することができる（ステップ８７０）。当該データがＳＳ
４３０からのものでない場合（ステップ８６５，Ｎｏ）、ＲＳ４２０は、直接、その受信
したデータをＢＳ４１０に転送することができる（ステップ８７５）。
【００５５】
　図９は、開示した実施例に対応するＲＳ４２０のアーキテクチャ例のブロック図である
。アーキテクチャ９００は、受信ユニット９１０、バッファユニット９２０、送信ユニッ
ト９３０、及び制御ユニット９４０を有することができる。受信ユニット９１０は、１つ
以上のＢＳ４１０、ＳＳ４３０及び他のＲＳ４２０からデータを受信するように構成する
ことができ、且つ受信したデータを処理するように構成することができる。バッファユニ
ット９２０は、受信ユニット９１０によって処理したデータをバッファリングするように
構成することができる。例えば、バッファユニット９２０は、当該データを識別したり、
当該データを変更したりすることなどを行うことができる。制御ユニット９４０は、入っ
てくるデータがパケットデータか、又は制御データ、即ちＭＡＰメッセージを含むか否か
を判定するように構成することができる。入ってくるデータがパケットデータである場合
、制御ユニット９４０は、例えば再送信、フラグメント化、パッキングなどを含む、１つ
以上の処理を実行するように構成することができる。入ってくるデータがＭＡＰメッセー
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ジである場合には、制御ユニット９４０は、制御データを変更するように構成することが
できる。更に、制御ユニット９４０は、受信ユニット９１０及び送信ユニット９３０用の
１つ以上のパラメータを決定するように構成することができる。送信ユニット９３０は、
制御ユニット９４０によって決定した１つ以上のパラメータに基づいて、バッファユニッ
ト９２０から送られるデータの前処理を実行するように構成することができる。また、送
信ユニット９３０は、データを１つ以上のＢＳ４１０、ＳＳ４３０及び他のＲＳ４２０に
送信するように構成することもできる。
【００５６】
　図１０は、開示した実施例に対応する、アーキテクチャ９００を用いてＲＳ４２０によ
る処理例のフローチャート１０００である。１つ以上のＢＳ４１０、ＳＳ４３０及び他の
ＲＳ４２０から送られるデータは、ＲＳ４２０の受信ユニット９１０によって受信するこ
とができる（ステップ１００５）。受信ユニット９１０は、受信したデータの処理を実行
することができる（ステップ１０１０）。該処理は、例えば、復号、復調、アナログ無線
信号からディジタル無線信号への変換などを含むことができる。
【００５７】
　受信ユニット９１０によって提供された情報に基づいて、制御ユニット９４０は、受信
したデータがＭＡＰメッセージであるか否かを判定することができる（スッテプ１０１５
）。受信したデータがＭＡＰメッセージである場合（ステップ１０１５，Ｙｅｓ）、制御
ユニット９４０は、ＭＡＰ（例えばＭＡＰ ＩＥ）における１つ以上の制御データを特定
することができる。制御ユニット９４０は、制御データが自分向けであるか否か、又は制
御データが別のＲＳ４２０又はＢＳ４１０へと中継されるべきものであるか否かを判定す
ることができる（ステップ１０２５）。制御データが現在のＲＳ４２０向けである場合に
は、制御ユニット９４０は、接続切替制御データに含まれる伝送パラメータに従って、規
定されるタイムスロット及びサブチャネルにおける次のデータバーストを受信するように
受信ユニット９１０を設定することができる。制御ユニット９４０は、制御データが自分
向けでないと判定した場合には、制御ユニット９４０は、ＲＳタグテーブル４５０のタグ
情報を調べて伝送路における次のノードを決定することができる。更に、制御ユニット９
４０は、１つ以上の伝送パラメータを決定し、当該制御データを送信ユニット９３０に転
送することができる。送信ユニット９３０は、受信した制御データの前処理を実行するこ
とができ（ステップ９３０）、制御ユニット９４０によって決定した伝送パラメータに従
って、当該データを送信することができる（ステップ１０３５）。
【００５８】
　受信したデータが制御データでない場合（ステップ１０１５，Ｎｏ）、制御ユニット９
４０は、データ処理を実行することができる（ステップ１０２０）。例えば、当該データ
を受信するＲＳ４２０の制御ユニット９４０は、データバーストを更なる処理無しで次の
ノードに転送するように送信ユニット９３０を設定することができる。受信したデータが
パケットデータであり、且つ該受信するＲＳ４２０向けである場合、制御ユニット９４０
は、データバースト内に埋め込まれた、及び／又は接続セットアップ中に設定された制御
データをデコードすることができる。また、制御ユニット９４０は、指示されるタイムス
ロット及びサブチャネルの適用範囲内で１つ以上のＳＳ４３０用の関連の接続切替制御デ
ータ及びパケットデータを送信するように送信ユニット９３０を設定し（ステップ１０２
５）、当該データを送信ユニット９３０に転送することができる。送信ユニット９３０は
、受信した制御データの前処理を実行し（ステップ１０３０）、制御ユニット９４０によ
って決定した伝送パラメータに従って当該データを送信することができる（ステップ１０
３５）。
【００５９】
　図１１は、タグ切替ネットワーク４００におけるＢＳ１１０からの通信例を示す図であ
る。図１１に示すように、ネットワーク４００は、ＲＳ４２０ｄ、４２０ｅ及び４２０ｆ
、及びＳＳ４３０ｓ、４３０ｔ、４３０ｕ及び４３０ｚを含むように拡張させている。一
実施例では、ＢＳ１１０は、１つ以上のＢＳタグテーブル４４０を格納することができる
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。１つ以上のＢＳタグテーブル４４０は、１つ以上の中継ノードと関連付けられたデータ
、１つ以上の伝送路、及び／又は１つ以上の伝送路識別子を含むことができる。図１１に
示すように、ＢＳタグテーブル４４０は、６つの伝送路、即ち伝送路１（即ち、ＢＳ４１
０からＲＳ４２０ａへの伝送路）、伝送路２（即ち、ＢＳ４１０からＲＳ４２０ｂへの伝
送路）、伝送路３（即ち、ＢＳ４１０からＲＳ４２０ｃへの伝送路）、伝送路４（即ち、
ＢＳ４１０からＲＳ４２０ｄへの伝送路）、伝送路５（即ち、ＢＳ４１０からＲＳ４２０
ｅへの伝送路）、伝送路６（即ち、ＢＳ４１０からＲＳ４２０ｆへの伝送路）を識別する
ことができる。
【００６０】
　更に、ＢＳタグテーブル４４０は、１つ以上の伝送路と１つ以上のＳＳ４３０との関係
を識別することができる。例えば、ＢＳタグテーブル４４０は、伝送路１によって通信す
るときのＳＳ４３０ｔ（即ち、“ｔ”）を、伝送路２によって通信するときのＳＳ４３０
ｕ（即ち、“ｕ”）を、伝送路３によって通信するときのＳＳ４３０ｗ、４３０ｘ及び４
３０ｙ（即ち、“ｗ”、“ｘ”及び“ｙ”）を、伝送路６によって通信するときのＳＳ４
３０ｚ（即ち、“ｚ”）を識別することができる。更に、ＢＳタグテーブル４４０は、Ｓ
Ｓ４３０がＢＳ４１０によって通信することを指示することができる。ＢＳタグテーブル
４４０がＳＳ４３０に対して提供される情報の重複又はオーバーラップがないことを示す
間、単一のＳＳ４３０は、１つ以上の伝送路によって情報を受信することができる。例え
ばＳＳ４３０は、ＲＳ４２０ｃ及びＲＳ４２０ｆから情報を受信することができ、これに
よりＳＳ４３０ｙは、ＲＳ４２０ｃ及びＲＳ４２０ｆに対する伝送路と関連付けることが
できる。図１１に表しているように、“ｙ”は、ＢＳタグテーブル４４０に示す“３”と
同一の行に現れるだけでなく、“６”と同一の行にも現れることになる（図示せず）。
【００６１】
　一実施例では、各ＲＳ４２０は、１つ以上のＲＳタグテーブル４５０を格納することが
できる。ＲＳ４２０ａは、ＲＳ４２０ｂ、ＲＳ４２０ｃ、ＲＳ４２０ｅ、及びＲＳ４２０
ｆに対して上位のＲＳ４２０であり、且つこれらの下位のＲＳ４２０の各々に対する伝送
路にある。例えば、ＲＳタグテーブル４５０ａは、４つの伝送路、即ち、伝送路２（即ち
、ＲＳ４２０ｂへの伝送路）、伝送路３（即ち、ＲＳ４２０ｃへの伝送路）、伝送路５（
即ち、ＲＳ４２０ｅへの伝送路）、及び伝送路６（即ち、ＲＳ４２０ｆへの伝送路）を識
別することができる。更に、ＲＳタグテーブル４５０ａは、ＳＳ４３０ｔがＲＳ４２０ａ
によって情報提供される旨を指示することができる。ＲＳ４２０ｂは、ＲＳ４２０ｃ及び
ＲＳ４２０ｆに対して上位のＲＳ４２０であり、且つ下位のＲＳ４２０の各々に対する伝
送路にあるので、ＲＳタグテーブル４５０ｂは、２つの伝送路、即ち伝送路３（即ち、Ｒ
Ｓ４２０ｃへの伝送路）及び伝送路６（即ち、ＲＳ４２０ｆへの伝送路）を識別すること
ができる。更に、ＲＳタグテーブル４５０ｂは、ＳＳ４３０ｕがＲＳ４２０ｂによって情
報提供される旨を指示することができる。ＲＳ４２０ｃのＲＳタグテーブル４５０ｃは、
ＲＳ４２０ｃが下位のＲＳ４２０を有していないので伝送路情報は含まなくともよい。し
かしながら、ＲＳタグテーブル４５０ｃは、ＳＳ４３０ｗ、ＳＳ４３０ｘ及びＳＳ４３０
ｙは、ＲＳ４２０ｃによって情報提供される旨を指示することができる。同様に、ＲＳ４
２０ｆのＲＳタグテーブル４５０ｆは、ＲＳ４２０ｆが下位のＲＳ４２０を有していない
ので、伝送路情報は含まなくともよい。しかしながら、ＲＳタグテーブル４５０ｆは、Ｓ
Ｓ４３０ｚがＲＳ４２０ｆによって情報提供される旨を指示することができる。ＲＳ４２
０ｄ及びＲＳ４２０ｅは、ＲＳ４２０ｄ及びＲＳ４２０ｅが下位のＲＳ４２０を有してお
らず、且つ如何なるＳＳ４３０への情報も提供しないので、ＲＳタグテーブル４５０を持
たなくともよく、又はＲＳタグテーブル４５０にそれらのデータを持たせなくともよい。
【００６２】
　図１１の例では、ＢＳ４１０は、ＳＳ４３０ｓ、ＳＳ４３０ｔ、ＳＳ４３０ｕ、ＳＳ４
３０ｗ、ＳＳ４３０ｘ、ＳＳ４３０ｙ及びＳＳ４３０ｚ用のデータを受信することができ
る。ＢＳ４１０は、ＢＳタグテーブル４４０をアクセスし、各ＳＳ４３０用の伝送路を決
定することができ、各伝送路用のタグ切替ＭＡＰ ＩＥを生成することができる。更に、
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ＢＳ４１０は、データを受信する各ＳＳ４３０用の接続切替制御データを生成することが
できる。ＢＳ４１０は、接続切替制御データをデータバースト領域に置くことができ、関
連付けられたタグ切替制御データをフレームＭＡＰ ＩＥスロットやＭＡＣヘッダに、又
はその双方に置くことができる。例えば、ＢＳ４１０とＲＳ４２０ａとの間のデータフレ
ーム４６０を参照して、ＢＳ４１０は、４つのタグ切替制御データ（フレームのデータバ
ースト領域と関連付けられた各タグ切替制御データ）を含むフレームを送ることができる
。即ち、タグ切替制御データ１は、データバースト領域ｔと対応させることができ、タグ
切替制御データ２は、データバースト領域ｕと対応させることができ、タグ切替制御デー
タ３は、データバースト領域ｗｘｙと対応させることができ、タグ切替制御データ６は、
データバースト領域ｚと対応させることができる。一旦、ＢＳ４１０がフレームの処理を
完了させると、ＢＳ４１０は、当該フレームを伝送路における次のノード、即ちＲＳ４２
０ａに送信することができる。
【００６３】
　ＲＳ４２０ａは、データフレーム４６０を受信して、各タグ切替制御データを処理する
ことができる。この例では、データフレーム４６０は、４つタグ切替制御データを含むこ
とができる。ＲＳ４２０ａは、タグ切替制御データ１に含まれるタグがＲＳ４２０ａを識
別するものであると決定することができ、ＲＳ４２０ａは、データバースト領域ｔの接続
切替制御データをデコードすることができる。また、ＲＳ４２０ａは、接続切替制御デー
タのパラメータに従って、データバースト領域ｔに含められる関連データをＳＳ４３０ｔ
に送信することができる。
【００６４】
　ＲＳ４２０ａは、タグ切替制御データ２、３及び６がＲＳ４２０ａ向けでないというこ
とを決定することができ、ＲＳ４２０ａは、タグ切替制御データにて見つけられるタグを
用いてＲＳタグテーブル４５０ａをアクセスして、各々のノード用の伝送路における次の
ノードを決定することができる。この例では、ＲＳ４２０ａは、ＲＳ４２０ｂが次のノー
ドであるということを決定することができ、ＲＳ４２０ａは、残りのフレームデータをデ
ータフレーム４７０としてＲＳ４２０ｂに転送することができる。しかしながら、ＲＳ４
２０ａは、次のノードがＲＳ４２０ａの伝送路にないということを決定する場合には、Ｒ
Ｓ４２０ａは、当該フレームをドロップすることができる。例えば、ＲＳ４２０ａは、デ
ータをＲＳ４２０ｂ及びＲＳ４２０ｅに転送し、ＲＳ４２０ｄ宛てのデータをドロップす
ることができる。
【００６５】
　ＲＳ４２０ｂは、データフレーム４７０を受信して、各タグ切替制御データを処理する
ことができる。この例では、データフレーム４７０は、３つのタグ切替制御データを含ん
でいる。ＲＳ４２０ｂは、タグ切替制御データ２に含まれるタグがＲＳ４２０ｂを識別す
るものであることを決定でき、ＲＳ４２０ｂは、対応するデータバースト領域ｕの接続切
替制御データをデコードすることができる。ＲＳ４２０ｂは、接続切替制御データのパラ
メータに従って、データバースト領域ｕにも含められる関連データをＳＳ４３０ｕに送信
することができる。
【００６６】
　ＲＳ４２０ｂは、フレーム制御データ３及び６がＲＳ４２０ｂ向けではないということ
を決定することができ、ＲＳ４２０ｂは、タグ切替制御データにて見つけられるタグを用
いてＲＳタグテーブル４５０ｂをアクセスして、伝送路における次のノードを決定するこ
とができる。この例では、ＲＳ４２０ｂは、ＲＳ４２０ｃが制御データ３に対応するフレ
ームデータ用の次のノードであり、ＲＳ４２０ｆが制御データ６に対応するフレームデー
タ用の次のノードであるということを決定することができる。ＲＳ４２０ｂは、制御デー
タ３に対応するフレームデータをデータフレーム４８０としてＲＳ４２０ｃに転送し、制
御データ６に対応するフレームデータをデータフレーム４９０としてＲＳ４２０ｆに転送
することができる。しかしながら、ＲＳ４２０ｂは、次のノードがＲＳ４２０ｂの伝送路
にないということを決定する場合には、ＲＳ４２０ｂは、当該フレームをドロップする。
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例えば、ＲＳ４２０ｂは、データをＲＳ４２０ｃ及びＲＳ４２０ｆに転送し、ＲＳ４２０
ｄ及びＲＳ４２０ｅ宛てのデータをドロップすることができる。
【００６７】
　ＲＳ４２０ｃは、データフレーム４８０を受信して、各タグ切替制御データを処理する
ことができる。この例では、データフレーム４８０は、１つのタグ切替制御データのみを
含むことができる。ＲＳ４２０ｃは、タグ切替制御データ３に含まれるタグがＲＳ４２０
ｃを識別するものであることを決定することができ、ＲＳ４２０ｃは、データバースト領
域ｗｘｙの接続切替制御データをデコードすることができる。ＲＳ４２０ｃは、各ＳＳ４
３０用の接続切替制御データのパラメータに従って、データバースト領域ｗｘｙに含めら
れる関連データをＳＳ４３０ｗ、ＳＳ４３０ｘ及びＳＳ４３０ｙに送信することができる
。
【００６８】
　同様に、ＲＳ４２０ｆは、データフレーム４９０を受信して、各タグ切替制御データを
処理することができる。この例では、データフレーム４９０は、１つのタグ切替制御デー
タのみを含むことができる。ＲＳ４２０ｆは、タグ切替制御データ６に含まれるタグがＲ
Ｓ４２０ｆを識別するものであることを決定することができ、ＲＳ４２０ｆは、データバ
ースト領域ｚの接続切替制御データをデコードすることができる。ＲＳ４２０ｆは、接続
切替制御データに従って、データバースト領域ｚにも含められる関連データをＳＳ４３０
ｚに送信することができる。
【００６９】
　このように、ネットワーク４００は、１つ以上の接続切替制御データを１つ以上のタグ
切替制御データに置き換えることによって、１つ以上の中継ノードを用いてデータを送受
信することができる。
【００７０】
　開示した実施例は、ＩＥＥＥ８０２．１６ファミリの規格に基づいたタグ切替ネットワ
ークを示しているが、開示した実施例は、データを１つ以上の他のネットワークノードに
送信又は再送信するように構成することができる、１つ以上のネットワークノードを利用
する如何なるネットワークでも実現させることができる。開示した実施例は、改善した性
能を得ることができる。特に、開示した実施例は、簡素化したネットワークノードアキテ
クチャを提供し、無線通信接続の管理を改良し、パケット切替処理の速度を高め、リソー
ス利用を改善することができる。
【００７１】
　タグ切替無線伝送のシステム及び方法において、様々な変更及び変形を行うことができ
ることは当業者に明らかである。規格及び例示した態様は単なる例であるとみなすべきで
あり、開示した実施例の真の範囲は、添付の特許請求の範囲及びその等価なものによって
示されていることを意図するものである。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】従来のマルチホップリレー（ＭＲ）ネットワーク例のブロック図である。
【図２】従来のＭＡＣフレーム制御フォーマット例を示す図である。
【図３】従来のＭＡＰ ＩＥ例を示す図である。
【図４】開示した実施例に対応する、タグ切替ネットワークにおけるメッセージ処理例の
ブロック図である。
【図５Ａ】開示した実施例に対応する、ベースステーション（ＢＳ）例のブロック図であ
る。
【図５Ｂ】開示した実施例に対応する、中継ステーション（ＲＳ）例のブロック図である
。
【図５Ｃ】開示した実施例に対応する、加入者ステーション（ＳＳ）例のブロック図であ
る。
【図６Ａ】開示した実施例に対応する、タグ切替データ処理例を示す図である。
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【図６Ｂ】開示した実施例に対応する、タグ切替データ処理例を示す図である。
【図６Ｃ】開示した実施例に対応する、タグ切替データ処理例を示す図である。
【図７Ａ】開示した実施例に対応する、ＢＳダウンリンク処理例のフローチャートである
。
【図７Ｂ】開示した実施例に対応する、ＲＳダウンリンク処理例のフローチャートである
。
【図８Ａ】開示した実施例に対応する、ＢＳアップリンク処理例のフローチャートである
。
【図８Ｂ】開示した実施例に対応する、ＲＳアップリンク処理例のフローチャートである
。
【図９】開示した実施例に対応する、ＲＳアーキテクチャ例のブロック図である。
【図１０】開示した実施例に対応する、ＲＳアーキテクチャによる処理例のフローチャー
トである。
【図１１】開示した実施例に対応する、ネットワークにおけるデータ処理例を示すシステ
ム図である。

【図１】 【図２】
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【図５Ａ】
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【図６Ｃ】 【図７Ａ】
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【図８Ａ】

【図８Ｂ】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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